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研究成果の概要（和文）：日本版臨床研修指導歯科医評価表に必要となる日本の臨床研修歯科医が考える優れた
指導歯科医の特徴を明らかにするため、計9回のフォ-カスグループインタビューを、4つの歯科大学附属病院臨
床研修プログラムで研修中の研修歯科医または臨床研修修了後1年以内の歯科医師計38名に実施した。匿名化し
て作成されたトランスクリプトより、研修歯科医にとっての優れた指導歯科医に関する発言を抽出し、テーマ分
類した。９回のインタビューから376の発言を抽出し44テーマに分類した。研修歯科医が考える優れた指導歯科
医の特徴は、医科領域と共通するテーマだけでなく、歯科領域特有の優れた臨床研修指導歯科医の特徴が示され
た。

研究成果の概要（英文）：To clarify the characteristics of good clinical teachers as perceived by 
Japanese clinical trainee dentists, which are necessary for the Japanese version of the Clinical 
Training Instructor Dentist Evaluation Form, a total of 9 focus group interviews were conducted with
 38 dentists who were either currently in training at the clinical training programs of 4 dental 
university hospitals or had completed their clinical training within the past year. From the 
anonymized transcripts, statements regarding excellent clinical training instructors were extracted 
and categorized into themes. A total of 376 statements were extracted from the 9 interviews and 
classified into 44 themes. The characteristics of excellent clinical training instructors, as 
perceived by trainee dentists, revealed not only themes common to the medical field but also those 
unique to the dental field.

研究分野：歯科医学教育

キーワード： 歯科医師臨床研修　優れた指導医　質的研究　指導歯科医

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研修歯科医など、免許取得直後の医療従事者にとって、臨床現場における指導者から受ける影響は極めて大き
い。したがって、指導者の質の担保は、臨床研修などの初期研修の質の担保の観点からも極めて重要である。免
許取得直後の歯科医師による優れた指導歯科医像に関する研究は、海外を含めてこれまで全く報告されていない
ため、日本の臨床研修歯科医が考える優れた指導歯科医の特徴を初めて明らかにした成果の学術的意義は大き
い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

  免許取得直後の医療従事者である臨床研修医・臨床研修歯科医・新人看護師等にとって、臨床

現場における指導者から受ける影響は極めて大きいため、指導者の質を担保することは、臨床研

修等の初期研修の質を担保する観点からも極めて重要である。「優れた指導医」に関する研究は、

欧米において 100年以上の歴史がある（Sutkin et al. 2008）。臨床における指導者の教育能力の

習得方略のひとつとして、学習者側からの指導者評価の有効性が示されており（Renee et al. 

2010）、医科分野では 2002年に Glickらによる指導医評価表が開発された（Glick et al. 2002）。

また、2017年には日本の研修制度や文化を踏まえた「日本版臨床指導医評価表」が菊川らによ

って開発され（Kikukawa et al. 2017）、看護分野においても北欧を中心に指導者評価の研究が

進められている（Helminen et al. 2014）。 

 歯科では、歯学生による優れた臨床指導歯科医に関する先行報告が複数ある（L. Jahangiri 

2012等）。しかし 、これらの報告はすべて免許取得前の学生を対象としたものであり、免許取

得後の新米歯科医師に対する優れた指導歯科医像に関する研究は我々が調べた限りない 。また、

これらの研究では、調査対象は歯科学生となっているものの、全ての研究において医科の先行研

究により開発された質問票や質問項目を用いて研究が進められており、この点において歯科領

域における特徴の独自性ははなから見落とされている可能性も否めない。 

 卒前の歯科臨床教育に関する教育論文は様々に報告されているものの、免許取得直後の歯科

医師に関する研究は驚くほど少ない（K.Ali 2015）。そして、免許取得直後、すなわち臨床研修

の段階の歯科医師が考える優れた指導歯科医の特徴については、日本だけでなく世界的に明ら

かとなっていない学術的背景がある。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は「日本版臨床研修指導歯科医評価表」の開発に際して必要となる、日本の臨床

研修歯科医が考える優れた指導歯科医の特徴を明らかにすること、また先行研究で示されてい

る欧米や日本の医科研修医や諸外国での歯科学生が考えた優れた指導医の特徴との違いについ

て明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

 2019 年 10 月から 2021 年 12 月の間、計 9回の優れた指導歯科医の特徴に焦点をあてた半構造

形式のフォーカスグループインタビューを、4つの歯科大学附属病院臨床研修プログラムで研修

中の研修歯科医または臨床研修修了後 1年以内の歯科医師計 38 名に実施した。すべてのフォー

カスグループの議論を匿名化して作成されたトランスクリプトより、研究代表者を含む 2 名の

研究者が、それぞれ独立してすべての転写物を読み、関連する発言を抽出し、Sutkin のテーマ

を参考にしながら該当するテーマがあれば選択した。その後、２人で議論して、テーマの決定に

ついて議論しました。Sutkin のテーマに当てはまるものがあれば、そのテーマを割り付け、当

てはまらなければ２人で独自のテーマを作ることを決定し適切なテーマ名を作成した。その後、

独自に決定したテーマが、Sutkin の３つの主要なカテゴリー（教育者 19 テーマ、H:人間性 10

テーマ、P:医療者 20 テーマ）のどれにあてはまるかを決定した。その後指導的立場の研究者に

より抽出された発言、テーマ、カテゴリーを全て確認し、最終的に３人が合意した。このように、

データの信頼性を高めるために、investigator triangulation を採用した。これらのプロセス



を経て、フォーカスグループが考えた優れた指導歯科医のテーマが明らかとなった。 

 

４．研究成果 

 2019 年 10 月から 2021 年 12 月の間、計 9回のインタビューを実施した。研究に協力した研修

歯科医・歯科医師は計 38 名で、内訳は男性 21 名（55％）、女性 17 名(45%)、平均年齢は 26.6 歳

（24-34 歳）、5施設で研修（A：26、B：３、C：３、D：５、E：１、A-D は大学附属病院の研修プ

ログラム、E は歯科医院の研修プログラム）、自身の出身大学で研修者が 29 名(76%）、他学・施

設での研修者が 9名（24%）、単独型プログラム修了が 19 名（50％）、管理型プログラム修了が 19

名（50％）であった。 

 9 回のインタビューから 376 の発言を抽出し 44 テーマに分類し、Sutkin の３カテゴリーの内

訳は、T：26（266 発言）、H：9（35 発言）、P：10（75 発言）であった。このうち独自作成テーマ

数は総テーマの半数である 22（T:13,H:5,P:4）となった。 

 研究対象とした日本の研修歯科医が考える優れた指導歯科医の特徴について、先行研究で示

されている①日本の研修医が考える優れた指導医の特徴との相違点、②諸外国の歯科学生が考

える優れた指導歯科医の特徴との相違点、①、②と共通する項目について考察し、全てに共通す

るテーマ、日本の医科研修医との共通点と相違点、歯科学生との共通点と相違点について考察し

た。 

 研修歯科医が考える優れた指導歯科医の特徴は、医科領域と共通するテーマが認められた一

方で、独自に設定した歯科領域特有のテーマ数は総テーマ数の半分を占め、歯科領域特有の優

れた臨床研修指導歯科医の特徴が認められることが示唆された。 

 これらの結果を現在原著論文として国際誌に投稿中である。 
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